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特殊災害対応訓練の実施について 

 

 

１．趣 旨 

 国際テロ組織などの脅威が高まり、いつどこで何が起きてもおかしくない世

情となっており、本市においても市庁舎を対象とした災害に備える必要があり

ます。 

 このため、各参加機関の対応能力の向上、関係機関との連携強化を図り、赤

穂市民の安全・安心を確保することを目的とした実践的な訓練を実施します。 

 

２．内 容 

（１）日 時 

   令和５年２月１５日（水）９時から１０時まで 

（２）場 所 

   赤穂市役所 市民広場および１Fエントランス 

（３）訓練想定 

   市役所１Fの給湯室で何かが爆発したような音が鳴り、火災が発生。そ

れに伴い負傷者が多数出ている。ガスが漏れているような臭気を感じると

の通報。 

（４）訓練参加機関 

   赤穂市役所職員・赤穂市民病院 DMAT隊・赤穂中央病院 AMAT隊 

   赤穂警察署員・赤穂市消防本部職員 

（５）訓練内容 

  ア 可燃性ガスの濃度を検知した後に消火活動を実施する。 

  イ 多数負傷者発生時のトリアージ要領を確認する。 

  ウ 応急救護所における各医療機関との連携を確認します。 

（６）その他 

   小雨決行。なお、荒天により訓練を中止する場合は、訓練当日の午前 

８時３０分までに決定する。 

   

会 見 年 月 日 令和 5年 1月 25日（水曜日） 

担 当 課 消防本部救急課 （担当者名：松本 ） 

問い合わせ先 TEL：43-6884  （内線：5205 ） FAX：45-0119 



特殊災害対応訓練の実施について 

 

１ 目  的 

国際テロ組織などの脅威が高まり、いつどこで何が起きてもおかしくない世情となってお

り、本市においても市庁舎を対象とした災害に備える必要がある。 

このため、各参加機関における対応能力の向上、関係機関の連携強化を図り、赤穂市

民の安全・安心を確保することを目的に訓練を実施する。 

 

２ 訓練日時  令和５年２月１５日（水）９時～１０時 ※予備日は２月２１日（火）同時刻 

 

３ 訓練場所 赤穂市役所 市民広場および１F エントランス 

 

４ 訓練想定 市役所１F の給湯室で何かが爆発したような音が鳴り、火災が発生。それに伴

い負傷者が多数出ている。ガスが漏れているような臭気を感じるとの通報。 

         可燃性ガス漏洩を考慮し、ガス濃度の検知活動を第一に実施する。 

 

５ 訓練参加機関  

赤穂市役所職員 

赤穂市民病院   医師・看護師（DMAT 隊） 

赤穂中央病院   医師・看護師（AMAT 隊） 

赤穂警察署員 

赤穂市消防本部 赤穂署職員 

 

６ 参加車両 ※部署位置については車両部署位置図を参照 

司令車（赤穂２１）、タンク車（赤穂２３）、ポンプ車（赤穂２４） 

人員搬送車（赤穂２８）、資器材搬送車（赤穂３４） 

救急車（赤穂２６・３５） 

赤穂市民病院ＤＭＡＴカー 

赤穂中央病院ＡＭＡＴカー 

警察車両 

 

７ 訓練目標 

（１） 特殊災害対応能力の向上 

（２） 現場安全確認後の消火活動 

（３） ガス漏洩時の検知活動の確認 

（４） トリアージタッグ記入要領の確認 

（５） 多数負傷者搬送要領の確認 

（６） 関係機関および部隊間の連携強化 

 



 

８ その他 

（１） 災害・気候等により訓練を中止する場合は、訓練当日の午前８時３０分までに決定し、訓

練参加機関に中止の連絡をいれる。 

（２） 安全管理に十分留意して訓練を実施する。 

（３） 赤穂２３の隊員は赤穂３６から複合型ガス検知器（GX-8000）を携行して出動する。 

（４） 各出動車両の出動経路および部署位置は別紙のとおり。 

（５） 隊編成および各隊のタイムスケジュールは後日回覧する。 

（６） 緊急搬送要請（エリア災害）基準に基づき入力訓練を実施する（通信室対応）。 

（７） 通信指令員は、多数負傷者発生時の計画に基づき、一斉メールによる非番・公休者の

非常招集を実施する。なお、実災害ではないため、実際にメールは送信しない。 

（８） 全ての傷病者の搬送先が決定した時点で訓練は終了とする。 

（９） 訓練終了後、市民広場に整列して訓練終了報告および講評を行う。 


